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　　核子多体系が作る構造の多彩さや豊かさについてこれまで手がけてきた

多様な核構造の研究を中心にして話します。平均場形成とクラスター形成と

いう異なる

動力学が共存する核子多体系の構造はまだまだ汲み尽くせていないというの

が実感です。不安定核についての増加しつつある情報は核構造の豊かさを実

証して来ましたしこれからもますます期待されるところです。話の主な材料

として今回は次の三つのテーマを選びました。一つは中性子と陽子の分布の

異なった変形の問題、二つ目は超変形状態とクラスター状態の関係につい

て、三つ目は希薄密度を持っていて‘ガス的’とも言える状態の存在につい

てです。
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